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	��地域包括支援センター千寿の郷　保健師　認知症看護認定看護師　�髙橋文代さんに講師をお願いしました。��髙橋さんは訪問看護・包括支援センターを経験されています。�リアルな経験談、認知症看護の専門的視点から�在宅という利用者のスペースにおける身体拘束を�どうとらえるか。適正化にむけての取り組みの実践�などをご講義いただきました。��看護師、セラピスト、ケアマネなど20名が参加しました。�在宅チームで身体拘束について同じ認識をもつことは�とても大切です。������� 
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